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はじめに
Microsoft® Office は、ドキュメントの作成、通信、およびビジネス情報の分析を行うための、最も効率のよいアプリケーション パッケージであるという評価を得ています。多数の機能によって、ビジネスのプラットフォームは、印刷したドキュメントから Web へと進化してきました。Microsoft Office 2000 も同様に、デスクトップの生産性を Web へと拡大し、作業効率を高めるとともに、個人と組織が簡単に社内情報を共有、アクセス、分析できるようにします。

Office 2000 は、多数の新しい機能を備えています。その多くは、パッケージを構成する各アプリケーションに固有の機能ですが、このバージョンの最も重要な機能は、パッケージ全体に影響を及ぼします。Office 全体に備わっている、あるいは共有されているこの機能は、Office 2000 で利用できるようになった新しい機能の鍵を握っています。このホワイト ペーパーでは、パッケージ全体と各アプリケーションの、それぞれの新機能について説明します。これらの新機能によって、TCO を大幅に削減し、Web や企業との Office 統合を強化し、ユーザーの操作を簡素化して付加価値を高めるという、Office 2000 の主要目的を達成することができます。

TCO （所有/管理コスト） の大幅な削減
100 台から 10,000 台の PC を所有する大きな組織では、場所によって設定とプロファイルが異なるため、Office を配布する決まった方法はありません。Microsoft Office 2000 を開発するうえで、PC の所有コストを削減することは最優先の課題であり、配布、管理、保守をより簡単にすることで、この目標をある程度達成できました。

配布､管理､保守

インストールと配布 － Office 2000 では、簡単に設定をカスタマイズできるので、Office をより容易に環境に合わせることができるようになります。Microsoft Office Profile Wizard (日本語版リリース予定) は、あらゆるユーザー設定と構成を取り込む独立したユーティリティです。これらの設定は、新しいユーザーのコンピュータで復元用にバックアップできます。さらに、全社向けに送信することもできます。Microsoft Custom Installation Wizard (日本語版リリース予定) は、Office 95 および Office 97 の Network Installation Wizard に代わる機能であり、管理者はこれを使用して、個人単位、部門単位、あるいは全社規模でカスタム セットアップ手順を作成することができます。情報システムの管理者は、機能ごとにインストールの方法 (いますぐセットアップ、必要時にセットアップ、サーバーから実行、セットアップしない) を指定できるだけでなく、Office の標準セットアップをカスタマイズすることもできます。

Office 2000 で使用する、新しい Windows® インストーラ テクノロジは、こうしたセットアップ状況を記録し、主要なプログラム コンポーネントを管理/調整します。エンド ユーザーが使用中のコンピュータに Office 2000 をセットアップする際には、インテリジェント セットアップを利用できます。この機能は、これまでの Office の設定とそのコンピュータで利用できるリソースを基に、最適なセットアップを決定します。また、ユーザー設定の移行と、以前のバージョンのファイルを完全に削除する機能も強化されています。ユーザーがインストール完了前にセットアップを中止した場合でも、自動回復機能によって、セットアップは本質的に "元に戻され"、システムはセットアップ以前の状態に戻ります。また、Office 2000 は、ローミング ユーザー プロファイルをサポートし、Windows Terminal Server への適応についても特別な配慮を払っています。

· 管理と保守 － Office 2000 は、エンド ユーザーが使用できない時間とヘルプ デスクのコストを最小限にとどめるため、自己修復機能を備えています。システム上不可欠なファイルとレジストリ エントリは、すべて起動時にチェックされ、不足や破損があると、バックグラウンドで再インストールされます。[ヘルプ] メニューの [アプリケーションの自動修復] を使用すると、フォントやテンプレートなどの重要ではないファイルについても、同様に状態のチェックを行います。エラー メッセージのカスタマイズ機能を使用すると、管理者は、社内イントラネット情報やサポートを行うサイトへのリンクを埋め込んで、特定の情報を表示する警告ダイアログを追加することができます。

Office 2000 のファイル形式は、Office 97 と同じです (ただし、Access 97 のファイル形式だけは Unicode をサポートしていないため、Access 2000 で Access 97 のファイル形式に変換する必要があります)。このため、以前のバージョンの Office を使用するユーザーとも、バイナリ形式の Office ドキュメントを簡単にやりとりすることができます。 
	
	機能
	説明

	新規
	初めて実行するときにインストール
	プログラムとコンポーネントは、必要なときにインストールされるようになり、実際に機能が使われない限り余計なディスク容量を必要としません。まだインストールされてない Office 2000 のプログラムや機能でも、選択ができるようにその機能のショートカットやアイコン、メニューが画面に表示されます。

	強化
	Microsoft Office 
削除 ウィザード
	アップグレード中に以前のバージョンの Office を検出すると、ディスクに最大限の空き領域ができるよう、完全な削除を勧めるメッセージを表示します。このウィザードは、独立したアプリケーションとして使用でき、ユーザーや管理者によるカスタマイズが可能です。

	強化
	設定の移行
	以前のバージョンに上書きインストールをする場合は､より多くの設定を引き継ぐことができます｡

	強化
	Microsoft Office Custom Installation Wizard (CIW)
	CIW (日本語版リリース予定) は､Network Installation Wizard の次世代版管理ツールで､カスタマイズした Office アプリケーションの配布に役立ちます｡

	新規
	ユーザー インターフェイスの無効化
	システム ポリシー エディタを使用すると､不要なコマンド バーやホット キーを無効にすることができます｡


	
	機能
	説明

	新規
	自己修復アプリケーション
	Office 2000 は、エラーの検知と修復を自動的に行うため、ユーザーがこの処理に気付かないこともあります。たとえば、Office 2000 に含まれるファイルとレジストリのエントリについて照合と、必要であれば再インストールを行い、正常に動作するようにします。

	新規
	ファイルの修復
	[ヘルプ] メニューの新しいツール [アプリケーションの自動修復] では、フォントやテンプレートなどの重大ではないファイルについての問題点を発見し、修復を行います。

	新規
	カスタマイズ可能な警告ダイアログ
	Office 2000 の警告ダイアログには、カスタマイズしたテキストを表示するボタンを配置することができます。管理者は、URL にリンクしたこのボタンから、ユーザーをイントラネット上の情報に直接アクセスさせて、情報の提供、トレーニング、サポートなどを行うことができます。

	新規
	ローミング ユーザー プロファイル
	ユーザーの設定は、サーバーのユーザー プロファイル フォルダという、安全な場所に集中して保存されます。ユーザーとコンピュータの設定を、正確に見つけることができます。

	新規
	Microsoft Office Profile Wizard (OPW)
	この OPW (日本語版リリース予定) ユーティリティを使用すると、新しいコンピュータに移行する場合やインストールの際に、Office 2000 のアプリケーション設定とユーザー設定をバックアップして、復元することができます。 

	新規
	テンプレート 
マネージャ
	[新規作成] ダイアログ ボックスでは、新規の、またはカスタマイズしたテンプレートが標準テンプレートとは別のフォルダに保存されていても、Office の標準テンプレートと同様に使用できます。


企業データとの接続性
	
	機能
	説明

	新規
	SQL Server との接続性
	Access 2000 は、OLE DB を使って、直接 SQL Server とやりとりを行うため、SQL Server のデータを対象に Access のフォームとレポートを使用することができます。

	新規
	Client/Server Visual Design Tools
	Access 2000 は、SQL Server データベースを対象にして、テーブル、スキーマ、ビュー、ストアド プロシージャなどのデザインと変更を行うツールを提供します。

	新規
	Client/Server Wizard
	Access 2000 には、新規データベース、レポート、フォームの作成などのクライアント/サーバーのタスクを補助する、多数のウィザードがあります。

	新規
	SQL Server データベースの新規作成
	Access 2000 では、新規の SQL Server デバイスやデータベースを作成できます。

	新規
	SQL Server の
管理ツール
	Access 2000 を使用すると、複製、バックアップと復元、セキュリティなどの、一般的な SQL Server の管理タスクを実行し、管理することができます。


多国語への対応
最近では、世界規模で展開する企業のソリューションとして、Office が一段と採用されるようになったため、より簡単な配布と使用方法も必要となっています。この要望に応えるため、Office 2000 の各アプリケーションには、それぞれの国や地域のニーズに容易に対応できる、世界共通の実行形式ファイルがあります。

· ユーロ通貨のサポート － Office 2000 では、Excel が新しい通貨単位 "ユーロ" をサポートします。ユーロ記号と 3 文字の ISO コードをいずれも表示できます。
· 全世界共通の類義語辞典 － Word 2000 では、サード パーティのソリューション提供を促進するため、類義語辞典のアプリケーション プログラミング インターフェイス (API) を公開し、強化しています。Word の多国語編集機能によって、1 つのドキュメント内で複数の言語を使用できます。言語自動判別機能では、ユーザーが入力した言語を自動的に判別し、Microsoft Proofing Tool Kit から適切なリソースを適用します。

· MS-IME － Office 2000 アプリケーションは、新バージョンの IME (Input Method Editor) である MS-IME をサポートします。韓国語 IME もサポートし、入力された文章が韓国語かを自動的に判別する機能も備えています。IME 機能は Office 2000 のアプリケーションごとに異なり、たとえば、再変換、キーマップ、入力変換モード、IMEShare 描画サポート、Unicode IMM (Input Method Manager)、アクティブ キーボードによる IME コードなどがあります。
	
	機能
	説明

	新規
	共通の実行形式ファイル
	Office 2000 の各アプリケーションは、米国、ヨーロッパ、アジア地域の言語、およびヘブライ語やアラビア語などの双方向言語に対して、共通の実行形式ファイルを採用しています。

	強化
	言語の自動判別
	Word 2000 では、入力された言語を自動的に判別して、スペルチェック、文法チェック、自動修正などの校正ツールを使用できます。言語設定については、より簡単に設定画面を表示できるように、再設計されています （英語版でサポート）。

	強化
	Unicode の
サポート
	Office 2000 のアプリケーションは、すべて Unicode をサポートしているため、より簡単に複数の言語を使用してドキュメントを作成できます。

	新規
	ユーロ通貨のサポート
	Excel 2000 は、新しい通貨単位ユーロをサポートし、ユーロ記号と 3 文字の ISO コードを表示できます。

	新規
	多国語の自動修正
	Word 2000 と PowerPoint 2000 では、複数言語の自動修正機能を利用できます （英語版でサポート）。

	強化
	多国語の編集
	Word 2000 では、以前はローカライズされたバージョンでのみ利用できた書式設定ツールが提供され、より簡単に多国語のドキュメントを作成できるようになりました。各言語に適した句読法を使用し、アジアや中東の複雑な言語のレイアウトを正しく処理します。また、バージョンごとに 1 つの言語向けにしか提供されていなかった、要約の作成などの機能が、すべての言語で利用できます （英語版でサポート）。

	強化
	多国語の類義語辞典
	サード パーティのソリューション提供を促進するため、Word 2000 の類義語辞典 API を公開し、強化しています （英語版でサポート）。


強化されたエンタープライズ環境/Web 環境との統合
Office 2000 は、不特定多数の人に向けた Web の発行、リアルタイムのドキュメントの共同作業、Web を使用したデータ分析などで通信の可能性を広げます。また、Microsoft BackOffice® 製品と密接に統合して、広範なエンタープライズ ソリューションを提供します。このような進歩によって、Office アプリケーションとバック エンド のデータベースを使用すると、情報をより効率的に世界中で共有できるようになります。

HTML ドキュメントとユニバーサル ビュー
Office 2000 では、オープンなインターネット規格を使用して、より効果的に仕事を進められるようにします。イントラネットが企業にとって重要な情報の格納場所になってくると、Web サーバーには、通常のファイル サーバーと同等、あるいはそれ以上のツールと機能が期待されます。Office では、イントラネットを送受信のワーク スペースとして使用でき、ユーザーは、発行、共有、共同作業、ドキュメント管理など、すべてをこの 1 か所で行えるようになります。このように、Web との統合を新たなレベルで行うため、HTML を Office 2000 の標準ファイル形式と同レベルにしています。つまり、印刷するドキュメントの作成に使用しているのと同じ Office ツールを使用して、表現力豊かな Web ドキュメントを簡単に作成し共有できるようになります。Web との統合を強化することによる最大の利点は、表現力豊かな Office ドキュメントの内容を、だれもがブラウザで表示できる、という点です。
Office の標準ファイル形式と同様に HTML の使用 － HTML として保存されたドキュメントは、現在のブラウザが直接サポートしていなくても、Office ドキュメントの表現力豊かな内容をすべて保持します。つまり、このドキュメントを Office で開くと、元の標準ファイル形式のまますべてが表示されます。HTML のサポートを大幅に強化したため、HTML で保存した Office ドキュメントを、だれでもブラウザに表示することができます。Office データを表示するために、Office アプリケーションやランタイム ビューアを揃える必要はなくなります。ブラウザの [編集] ボタンをクリックすると、作成元の Office アプリケーションが自動的に起動します。保存用のフォルダを作成しておけば、Office アプリケーションは、HTML には保存できないグラフィックス データなどの一連のファイルを自動的に判断して管理します。HTML は、高機能なクリップボードの形式としても使用され、ブラウザと Office アプリケーション間で、ドラッグ アンド ドロップによるデータのやりとりができます。
· テーマとデザイン テンプレート － Word と Access は、Web サイト作成/管理ツールである FrontPage® と共通のデザイン テーマを備え、ドキュメントを 3 つのうちのどのアプリケーションで作成しても、共通のデザインにすることができます。FrontPage 2000 を使用すれば、これらのテーマをさらにカスタマイズして Office で使うこともできます。PowerPoint のテーマ テンプレートは、類似した外観と機能を備えています。

Word は、現行のページ記述および生成技術に対応しています。この中には、カスケード スタイル シート (CSS)、フレーム、ネストされたテーブル (テーブル セル内のテーブル)、フレーム内の目次の自動化などがあります。PowerPoint® では、Version 3.x/4.x のブラウザをサポートする v3/v4 モードでプレゼンテーションを保存できます。HTML として保存されたプレゼンテーションにはナビゲーション バーがあり、ブラウザでフル スクリーン モードで起動できます。Outlook® は、メッセージングと共同作業を行うクライアント ソフトウェアで、HTML 形式の電子メールを送受信できます。Outlook は、MHTML (MIME HTML) をサポートします。この形式では、Web ページを構成するすべてのファイルを電子メールで送信し、オフラインで表示できる HTML として処理します。

すべての Office アプリケーションは、読み込んだドキュメントを HTML 形式で発行できるため、作成済みの Office ドキュメントも、簡単に HTML に変換できます。作成中のドキュメントは、標準ブラウザを使用していつでもプレビューできます。[Web ページとして保存] コマンドで、ファイルの保存と同じくらい簡単に、Web サーバーに発行できます。ドキュメントを保存すると、Office 2000 がすべてのリンクをチェックし、動作しないリンクを修復します。Office 2000 を使用すれば、Web 上で簡単にグラフィックスを使用できます。ユーザーは、Office ドキュメントにグラフィックスを挿入すればいいだけです。Office 2000 は、内容を基に適切な HTML のグラフィックス形式を自動的に選択し、内容と名前を基にグラフィックスの Alt-Text (代替テキスト) を自動的に生成します。

HTML ドキュメントの作成
	
	機能
	説明

	新規
	標準ファイル形式と同様に HTML の使用
	Office アプリケーションは、高い精度で HTML ファイルの読み込みと保存ができます。HTML は、Office の標準ファイル形式 (*.DOC、*.XLS、*.PPT) と同レベルになります。標準ファイル形式と同様に、HTML 上でも Office の主な機能を使用できます。

	新規
	Web 上に保存
	作成中のドキュメントのコピーを、HTML 形式で直接 Web サーバーに発行できます。

	新規
	ラウンド トリップ
編集
	HTML 内のグラフィックスを、簡単に編集できるように、元の形式と、ブラウザで表示できる形式の両方で保存します。

	新規
	Office テーマとデザイン テンプレート
	テーマは、共通のデザインで簡単にWeb ページを作成するために、FrontPage と Office アプリケーションの一部を連動させた形で作成されています。 

	新規
	埋め込みファイルの管理
	Office アプリケーションは、グラフィックスやその他のオブジェクトなど、HTML 形式で保存できない一連のファイルを自動的に管理します。

	新規
	Office で作成した HTML ドキュメントの編集
	Office 2000 で作成した HTML ファイルは、Office アプリケーションで簡単に編集できます。 ブラウザの [編集] ボタンをクリックすると、HTML ファイルを作成した Office 2000 が自動的に起動して、イントラネットのドキュメントを簡単に編集できます。

	強化
	HTML 形式で
保存
	Office アプリケーションは、HTML 形式でドキュメントを保存するための、共通のユーザー インターフェイス (UI) を備えています。

	新規
	クリップボードの形式としての HTML
	Office 2000 では、高機能なクリップボードの形式が HTML になっているため、Office アプリケーションとブラウザの間で簡単にデータ交換を行うことができます。 

	新規
	Web ページの
プレビュー
	Office 2000 で作成中の Web ページは、まだ保存していなくても、標準のブラウザでプレビューできます。

	強化
	ハイパーリンクの
処理
	Office 2000 では、ハイパーリンクのインターフェイスが強化されたので、ドキュメント内のハイパーリンクをより簡単に作成、編集、表示、削除することができます。

	新規
	保存時のリンク
修復
	ドキュメントの保存時に、Office 2000 はリンクを確認し、動作しないリンクを修復します。

	
	機能
	説明

	新規
	HTML のエンコードと自動判別
	Office 2000 は、国別のテキスト エンコード方式を正しく適用するため、どの言語を使うユーザーでも正しい文字を表示できます。

	新規
	ファイル形式の
自動選択
	Office 2000 は、グラフィックスの内容を基に、適切な HTML グラフィックス形式を自動的に選択します。

	新規
	描画と色の既定値の保存
	Office ドキュメントには、グラフィックス本体だけでなく、特殊な書式設定データが含まれています。線の色や塗りつぶしの色と、設定されている標準の色などの既定値が、ドキュメントに保存されています。

	新規
	重なり合ったグラフィックスの自動グループ化
	2 次元の編集環境で、重なり合っているグラフィックスは、HTML にエクスポートする際に 1 つのグラフィックスとして自動的にグループ化されます。


Web ベースの共同作業
Office Server Extensions は、Web サーバー上でドキュメントを配置し管理する手順を簡略化するために設計されました。これには、発行、共同作業およびドキュメント管理の機能を提供する技術が結集されています。Office 2000 でこの拡張機能を使用すれば、各種の Web サーバーにドキュメントを発行したり、ドキュメントにコメントや会話を貼り付けたり、追加や変更のお知らせを行う Web ページやドキュメントを購読できるようになります。
· オンライン ミーティング － Office 2000 のすべてのアプリケーションには、[会議の開始] コマンドがあります。このコマンドで、電子会議ソフトウェアである NetMeeting を起動し、チャットやホワイトボードのツールを用いてほかの参加者と表示中のドキュメントを共有できます。Outlook 98 には、NetMeeting を使ったオンライン会議をセットアップするオプションがあります。
· プレゼンテーションのブロードキャスト － プレゼンテーション用グラフィックス プログラムである PowerPoint は、Web 上で実況ナレーション付きのスライド プレゼンテーションをブロードキャストできます。このプレゼンテーションは HTML 形式で送信されるので、見る側に必要なのはブラウザだけです。イベント ページでは、プレゼンテーションの事前情報を入手したり、開催中のプレゼンテーションを見ることができます。 プレゼンテーションのブロードキャストの予定を、Outlook 98 に登録することもできます。ブロードキャストの内容は、必要なときにプレゼンテーションが見られるように、Web サーバーに保存することもきます。

	
	機能
	説明

	新規
	Web コメント
	あるドキュメントについてのコメントや会話を、そのドキュメントに埋め込み、複数のユーザーが題材を直接扱う状態で共同作業を行うことができます。

	新規
	Web の購読と通知
	ドキュメントや HTML ページを購読したり、ドキュメントに変更があったことを通知するタイミングを指定できます。また、関連するページやドキュメントが更新あるいは変更されたら、自動的に通知されるように設定できます。

	新規
	NetMeeting の統合
	電子会議を開始して参加者と Office ドキュメントを共有し、共同で編集を行うことができます。

	
	機能
	説明

	新規
	Web のファイル
管理
	Windows エクスプローラでファイルを管理し、Web サーバーにファイルを保存することは、ファイル サーバー上で行うのと同じくらい簡単です。


コーポレート レポーティング

Office は、情報システムで管理された企業データベース内の情報を基に、レポートを作成するためのフロント エンドとして使われるケースがますます多くなっています。Excel と Access は、費用のかかる情報システムとは関係なく、社内データを受け取り、分析し、レポートを作成する機能を備えています。Office 2000 には、多数のツールと技術が導入され、データベース開発者とエンド ユーザーがブラウザを使って企業データにアクセスできるようになっています。
データ アクセス ページ － データ アクセス ページは、レポートの新しいフォームです。このツールは、Web ページの構成要素を階層データに連結するという特徴を備え、表現力豊かな表示と、元データと相互に連動できるように設計されています。データ アシスタントは、Jet あるいは SQL Server のデータ フィールドを、ドラッグ アンド ドロップ インターフェイスで直接データページに配置します。 データ ページ設計環境には、データ アクセス ページの設計と作成を簡単にするため、もともと備わっている HTML、COM コントロール、プロパティ シート、拡張可能なツールボックス、データ アシスタントのほか、多数のツールがまとめられています。データ アクセス ページでは Office 2000 の Web テーマを使用して、関連のある別の Web ページと統一性をもたせることもできます。使用中のデータ アクセス ページは、Access 2000 やブラウザからメールで送信でき、受信者はそのメール メッセージ内で、データページとそれに連結されたデータを操作することができます。データ アクセス ページでは、[選択フィルタ] コマンドと [非選択フィルタ] コマンドを使って、フィルタ機能を実行できるため、目的のデータをより簡単に検索できます。また、Visual Basic® for Applications (VBA) と Visual Script Editor もサポートしています。グループ化されたデータ アクセス ページとは、複数のグループ化レポートを表示する、拡張版アウトライン ビューのことです。
Excel のレポート機能 － Excel 2000 には、3 つの新しい COM アプリケーションおよび多数の新機能と拡張機能が導入されています。これらはすべて、企業データをより簡単に処理できるように設計されました。WebCalc コンポーネントはブラウザに基本的なワークシート機能を追加し、Web グラフはインタラクティブなグラフ作成の基本機能を付加し、PivotList はピボットテーブルの階層リスト メタファを使ってデータ ページ上で動的にデータ分析を行います。OLE DB と ADO (ActiveX Data Object) のサポートによって、SQL Serverやほかの OLE DB プロバイダのデータを処理する際のパフォーマンスが大幅に向上しています。Excel 2000 では、クライアント/サーバー型の構成を採用して、サーバー ベースの大規模なデータ ストアに迅速にアクセスできるようにします。ピボットグラフは、ピボットテーブルの動的ビューに連結でき、元になるデータやビューが変わると、表示内容を更新します。Excel Web クエリ ウィザードは、Web ページの場所、必要な内容、および形式の種類を指定すると、クエリ ファイルを作成して、ユーザーが Web ページからデータを収集する手助けをします。一方、Access のクエリやデータ テーブルを Access からドラッグして、Excel 2000 にドロップすることもできます。

Webベースのソリューション

	
	機能
	説明

	新規
	ワークシート コンポーネント
	この Office Web コンポーネントは、ブラウザで動作する基本的なグリッド (ワークシート) 機能を提供する COM コントロールです。

	新規
	グラフ コンポーネント
	この Office Web コンポーネントは、ブラウザで動作するインタラクティブなグラフ作成の基本機能を提供する COM コントロールです。

	新規
	ピボットテーブル 
コンポーネント
	この Office Web コンポーネントは、ブラウザのデータ ページで動作し、ピボット操作が可能な階層リストのフォームで動的なデータ分析を可能にする COM コントロールです。

	新規
	OLE DB と ADO のサポート
	OLE DB と ADO のサポートによって、SQL Server とほかの OLE DB プロバイダに対するパフォーマンスが向上します。 

	新規
	大規模な
データ ストア
	Excel 2000 では、サーバー ベースの大規模なデータ ストアへ迅速にアクセスできる、クライアント/サーバー型の構成を採用しています。

	新規
	データの参照
	データ アクセス ページは Internet Explorer 4/5 で動作します。ブラウザから社内データを表示して操作するユーザーにとっては、非常に重要なツールです。

	新規
	データ アクセス ページ
	ブラウザで豊富なデータを表示するために設計された、インタラクティブな階層データの新しいフォームです。


プログラムの自由度
Office 2000 は、サード パーティや社内の開発者が独自のソリューションを完全に統合できる "オープン プラットフォーム" として開発されてきました。プログラムの自由度を高めるために、"プログラミング モデル" と "Web ベースのアプリケーション" の 2 つに焦点を合わせています。
	
	機能
	説明

	新規
	共有アドイン アーキテクチャ
	新しく統一されたアドイン モデルを持つ COM アドインを使って、Office の統合ソリューションを作成できます。

	新規
	Office ウィルス検索 API
	Office 2000 は、[ファイルを開く] に連動するウィルス検索 API を備えています。

	新規
	VBA マクロへのデジタル署名
	開発者は、セキュリティとユーザーの信頼を高めるため、開発したマクロにウィルスが感染していないことを保証する署名をすることができます。

	強化
	VBA 6
	Office 2000 は、VB 言語と同等の機能を実現する最新バージョンの VBA を備えています。

	新規
	HTML スクリプト作成
	Office 2000 を使用して、HTML スクリプトと HTML ベースのクライアント ソリューションを開発できます。


ビジネスへの対応
· VBA 6 － Office 2000 は、最新バージョンの Visual Basic for Applications (VBA) を備え、Visual Basic 言語の機能全般と整合性があります。Word および PowerPoint 用のアプリケーション レベルの新しいイベントや、Excel がブラウザなどの別のコンテナにネストされていても動作する COM コントロールが追加されています。
· 共有アドイン アーキテクチャ － 開発者は、すべての Office アプリケーションに適用される新しい Microsoft Office COM アドイン モデルを使用して、Office の統合ソリューションを作成できます。
· Microsoft Visual Basic Editor － Visual Studio® 開発システムのサブセットであり、 Office 2000 アプリケーション開発にはこのエディタを使用して、HTML スクリプトとクライアント側ソリューションを開発できます。
· VBA マクロのデジタル署名 － セキュリティとユーザーの信頼を高めるため、開発者は作成したマクロに署名し、ウィルスに感染していないことを保証できます。
Microsoft Office を企業向けデスクトップの戦略的な要素とすることが、Office 2000 の重要な設計目標の 1 つでした。企業は、情報システム関連の投資から最大限の見返りを得ようとします。一方 Office 2000 は、PC の所有/管理コストを削減しながら、既存の環境と統合して活用するツールによって、こうした要望に対応します。新しいバージョンの設計上の第 1 目標は、所有/管理コスト (TCO) を削減することでした。この目標に向けて、Office 2000 では、配布、管理、保守が非常に簡単に行えるようになっています。さらに、多国籍の組織の要望に応えるべく、各国あるいは各地域の必要に応じて簡単に適用できる、世界共通の実行形式ファイルとして Office 2000 の各アプリケーションを配布します。また、Office 2000 は "オープン プラットフォーム" として設計され、サード パーティや社内の開発者が、独自のソリューションを完全に統合できるようになっています。

よりシンプルな操作と生産性の向上
ユーザービリティの調査から、ユーザーはインターフェイスの複雑さにしばしば閉口すると言うことがわかっています。Office 2000 には、カスタマイズ可能なメニューや強化されたアシスタントが追加され、以前のバージョンの Office よりも使いやすくなっています 。その結果、あらゆるレベルのユーザーの生産性が向上し、サポートのコストも削減されます。

個人の生産性
Office 2000 は、コスト削減と、ビジネス プラットフォームの中心として Web を採用して実用性を高めることに照準を合わせています。それと同時に、エンド ユーザーの生産性の向上とユーザーの習慣や好みへの対応についても、大幅に強化されています。
Office 2000 は、タスクの実行をより単純で簡単に、かつ、より自動化することに重点を置くという、従来のやり方で構築されてきています。Office の最近のいくつかのバージョンでは、ユーザー補助機能を強化し、繰り返し作業を自動化し、ウィザードなどのツール類を導入してきました。Office 2000 では、個人の生産性およびエンド ユーザーのトレーニングとサポートという、2 つの大きな分野に力を注いでいます。Office 2000 では、ユーザーの使用パターンを追跡し、このパターンを基に調整を行って、ツールをカスタマイズします。さらに、Office 2000 のアプリケーションには、自己修復機能があります。起動時に、アプリケーションは必要なファイルの状態をチェックし、不足したり破損しているファイルについては自動的に再インストールを行います。

· 改良された [ファイルを開く]/[ファイル名を付けて保存] ダイアログ ボックス－ Office で最もよく使用されるダイアログ ボックスである [ファイルを開く]/[ファイル名を付けて保存] は、Outlook と同様に Places バーが追加され、最近使用したドキュメントに簡単にアクセスできます。また、ファイルを保存したり開いたり、Web サーバーでドキュメントを直接表示できる Web フォルダと、ブラウザと同じ [戻る] ボタンが追加されています。
· すべて貼り付け － Microsoft Office のクリップボードは拡張されて、Office アプリケーションやブラウザなどの別のソースから、最大 12 個までアイテムを収集できます。クリップボードのアイテムは、どの Office ドキュメントに対しても、個別にあるいはすべて同時に貼り付けることができます。
· ウィルス対策とセキュリティ － ウィルス対策ソフトウェアを開発するサード パーティ ベンダは、新しい Microsoft Office ウィルス検索 API を使用して、Office ドキュメントを読み込む前に直接検査する製品を開発できます。Office 2000 を使用すれば、作成者はドキュメントにデジタル署名して、ウィルスに感染していないことを保証できます。このような署名付きドキュメントは、ウィルスの警告メッセージを表示することなく Office で開くことができます。 そのドキュメントに少しでも変更が加えられていると、Office はこれを検知して警告メッセージを表示します。Outlook には、Internet Explorer 4.0 のセキュリティ ゾーンという概念が導入され、コントロールやアプレットを含む受信された HTML メールに対して警告を設定します。また、Outlook に S/MIME プロトコルが追加されて、所定の受取人以外の第三者にメールの内容を読まれないようにするデジタル暗号化だけでなく、メールの発信元とファイル内容の一致を確認するデジタル署名が可能になりました。
· カスタマイズされたインターフェイス － Office 2000 のパーソナライズ メニュー機能は、各ユーザーの使用パターンを基に、よく使用するアイテムだけを縮小された各メニューに表示します。メニュー上にカーソルを置いておくと、メニューが拡大してすべてのアイテムが表示されます。同様に、パーソナライズ ツール バーを使用パターンに応じて自動的に画面上の同じ場所に配置します。また、最後に使用したツール バーのアイテムは、順位が上がります。階層構造によって、複数のツール バーを同じ列に配置でき、その他のボタンを使えば、簡単にツール バー全体を表示できます。[ユーザー設定] ダイアログ ボックスでは、ツール バー ボタンをドラッグ アンド ドロップしたり、ボタン一覧のチェック ボックスをオンまたはオフにして、簡単にカスタマイズできます。
· 高速なファイルの切り替え － Office ドキュメントを開く場合、Windows タスク バーにアプリケーションで開いた各ファイル アイコンが表示されるので、どのアプリケーションのドキュメントでもより簡単に開くことができます。
· Outlook バーを含むコマンド バーの URL － コマンド バー上のアイコンを、Web ページにリンクできます。 管理者は、アイコンのリンク先をイントラネット ページ上の会社独自のコンテンツに変更できます。

生産性の向上
	
	機能
	説明

	強化
	ファイル ビュー
	[ファイルを開く] ダイアログ ボックスに表示できるファイル数が約 1.5 倍になります。見た目にもすっきりします。

	新規
	Places バー
	よく使うデータの保存場所へ、クリック 1 回でアクセスできま。Outlook バーと同様、Places バーを使うと、よく使うフォルダや場所に簡単にアクセスできます。

	新規
	最近使った
フォルダ
	この特殊なフォルダには、ユーザーが最近作業を行ったドキュメントへのリンクが、20 から 50 くらい含まれています。

	新規
	[戻る] ボタン
	Office 2000 の [ファイルを開く]/[ファイル名を付けて保存] ダイアログ ボックスでは、Web ブラウザでおなじみの [戻る] ボタンを使うと、最後に使ったフォルダに簡単に戻ることができます。

	新規
	すべて貼り付け
	クリップボード内で、複数のアイテムを簡単に管理できます。

	新規
	パーソナライズ メニュー
	最もよく使われるアイテムのみがメニューに表示されます。メニューを拡大してすべてのコマンドを表示するのも簡単です。また、IntelliSense® の規則に従って、メニューは自動的に広がります。パーソナライズ メニューは、ショート メニューとも呼ばれます。

	新規
	パーソナライズツール バー
	画面を整理するため、ツール バーは使用状況に応じて自動的に画面上の同じ場所に配置されます。この結果、複数のツール バーを画面上で同じ列に配置でき、階層状に表示されます。ツール バーのアイテムを使用すると、そのアイテムは順位が上がります。

	新規
	高速なファイルの切り替え
	Office 2000 はシングル ドキュメント インターフェイス (SDI) をサポートしているため、Office ドキュメントを開く場合、アプリケーション本体とは関係なく、Windows タスク バーから簡単にアクセスできます。 

	新規
	Office メール
	Office 2000 の全アプリケーションでメールが統合されたので、より簡単に情報を共有できます。

	新規
	コマンド バーの URL
	標準のコマンド バー ボタンから URL にアクセスできます。管理者は、UI をカスタマイズして、会社独自のコンテンツにリンクできます。エンド ユーザーは、詳細情報やコンテンツなどのインターネットのリソースに簡単にたどり着けます。

	強化
	カスタマイズ可能なツール バー
	チェックボックスのオン/オフによるカスタマイズや、ツール バー上でのコマンド コントロールのドラッグ アンド ドロップによって、これまで以上に最も簡単にツール バーをカスタマイズできます。

	新規
	ウィルス検索 API
	この新しい API を使用すると、サード パーティ ベンダは、Office ドキュメントが読み込まれる前にウィルス検査を行う製品を開発できます。

	新規
	デジタル署名
	Office 2000 ドキュメントの作成者は、ドキュメントやマクロにデジタル署名を行い、ユーザーにドキュメントの安全性を保証できます。


· 強化されたOffice アシスタント － Office 2000 の Office アシスタントは、ウィンドウ枠がなくなって使用する画面スペースが小さくなり、ユーザーの邪魔にならなくなりました。また、Officeアシスタントが質問に答えられない場合に、社内の Web サイトにリンクさせるように、アシスタントのメッセージをカスタマイズすることも可能です。
· Clip Gallery － Office 2000 の Clip Gallery は強化されて、[類似クリップの検索] を含む新しい検索ツールと、Office ドキュメントに画像をドラッグ アンド ドロップする機能を備えています。また、Clip Gallery を小さなサイド ペイン ビューに表示して、画面上に開いておくことができます。さらに、グラフィックの元の形式でのリッチ データ交換や、Office ドキュメントに挿入されても本来のプロパティを保持するオートシェイプなどが準備されています。

エンド ユーザーのサポートとトレーニング
	
	機能
	説明

	強化
	Office アシスタントのウィンドウ枠の廃止
	Office 2000 アシスタントは、ウィンドウ枠がなくなり、作業中のドキュメントのすぐ上で動作します。

	強化
	Office アシスタントの非表示
	Office 2000 では、アシスタントを完全に非表示にできます。

	新規
	高機能のクリップ検索
	Office 2000 の Clip Gallery (CG) には、 [類似クリップの検索] などの新しい検索ツールがあります。

	強化
	カスタム クリップ
	独自に作成した画像を、カスタム グループにまとめることができます。

	新規
	クリップのドラッグ アンド ドロップ
	CG から画像をドラッグし、どのような種類の Office ドキュメントにでもドロップすることができます。

	新規
	クリップの常時表示
	ドキュメントの編集中に、CG を開いたままにしておくことができます。何度も開き直す必要はありません。

	強化
	サイド ペイン ビューのクリップ
	Office 2000 の CG では、オプションの新しい小型ウィンドウ ビューで、ドキュメントを何度も見ることができます。

	新規
	Office クリップとのリッチ データ交換 
	Office 97 以前は、画像編集の際に、CG から OLE リンクとビットマップが戻されていました。この仕様は Office 2000 で変更され、CG は Office アプリケーションに元のファイル形式を渡すようになります。 

	強化
	クリップのユーザー インターフェイス改善
	ユーザーは、クリップを分類して、シンプルな UI からキーワードを追加できます。ポップアップ コントロールによって、最も基本的なタスクから操作を選択できます。

	新規
	クリップの新しいオートシェイプ
	CG に含まれる新しいオートシェイプは、OfficeArt の元データを保持します。CG から Office アプリケーションに挿入されるても、組み込みオートシェイプのプロパティはすべて保持しています。


各アプリケーションの主な強化点
Word

· クリック アンド タイプ － Microsoft Word 2000 では、ページの任意の場所にカーソルを置いてクリックすると、入力を開始できます。左上から入力を始める必要はなくなり、自分の好きなやり方で、より簡単にドキュメントをレイアウトできます。
· ズーム印刷 －Word 2000 では、印刷時にページの倍率を調整できます。これは、サイズの異なる用紙を使用する多国籍企業にとって便利な機能です。また、1 枚の用紙に複数ページを印刷することも可能で、大量のドキュメントをチェックする際に特に威力を発揮します。

Excel

· シースルー表示 － Microsoft Excel 2000 には、新しいカーソルが追加されています。そのうちの 1 つを使用すると、強調表示になっている箇所を見ることができます。
· リストのオートフィル － リストの一番下にデータを追加すると、Excel 2000 は自動的にリストの書式と数式を適用します。以前のバージョンでは、ユーザーがこの調整を自分で行う必要がありました。
· グラフ作成の強化 － Excel 2000 のグラフ作成機能は強化され、新しいグラフの種類の追加 (ステップ グラフや 3D 複合グラフなど)、書式設定の強化 (データ ラベル、複数レベルの項目軸、時系列ラベルの挿入、ユーザー定義の数値軸の単位)、ピボットグラフの装備 (ピボットテーブルの機能をグラフに拡張) などが行われています。これによって、データを視覚的に表現する方法がさらに追加されました。

PowerPoint

· マルチ フレーム表示 －Microsoft PowerPoint 2000 は、スライド、アウトライン、ノートを 1 画面で表示するため、多くの操作を一度に簡単に行えるようになります。たとえば、プレゼンテーションの作成中に新規スライドを追加したり、テキストを編集したり、ノートを入力したりできます。また、編集中にトレースすることもできます。
· テキストの自動調整 －PowerPoint 2000 では、テキストはプレース ホルダに合うよう自動的にサイズが調整されるため、スライドからはみ出すことはありません。自動調整機能は、行間を変更し、次にフォント サイズを変更してテキストがプレース ホルダに合うよう変更するため、ユーザーがこうした変更を自分で行う必要はなくなります。
· ラップトップ コンピュータとの統合 － PowerPoint 2000 では、プレゼンテーション時に Windows スクリーン セーバーとラップトップ コンピュータの省電力画面モードを無効にして、不意に中断されないようにします。
· プレゼンテーション アシスタント － スタイルチェック、オートクリップアートなどの機能を統合したプレゼンテーション アドバイザは、Office アシスタント機能の 1 つで、プレゼンテーションの作成、発行、配布を支援します。
· 表機能 － PowerPoint 2000 は、Word や Excel を同時に使用しなくても表を作成できます。PowerPoint の表は、Office アートの図形から作られ、Word の表と同じ動作を行うため、編集しやすく、スタイルとテーマの一貫性を保つことができます。
· 図を使った行頭文字とオートナンバー － PowerPoint 2000 では、図を行頭文字として使用でき、番号の付いた行頭文字は規則に従って自動的に順番が調整されます。
· ナレーションの同期 － 録音したナレーションは、すべての切り替えやアニメーション効果を含む、元のプレゼンテーションと同期が行われます。 また、PowerPoint 2000 では、1 枚のスライド用にナレーションを再録音することもできます。

Access

· SQL Server との接続 － Access 2000 と SQL Server を使用すれば、新しく SQL Server データベースを作成したり、レプリケーション、バックアップ、リストアなどの管理タスクの実行を含め、既存の SQL データベースを直接開いて操作することができます。 このように、Access 2000 のフォームとレポートを SQL データに対して使用できます。
· サブ データシート － 階層化された新しいビューでは、複数のテーブルを表示して、一対多のリレーションシップをより把握しやすくします。
· 入力の準備 － 新規データベースを選択すると、Access 2000 ではテーブルのデータシート ビューが表示されるので、データ入力を直ちに開始できます。
· 名前の自動修正 － Access 2000 では、名前の変更をデータベース全体のオブジェクト フィールドに適用するため、ユーザーがフィールドを個別に更新する必要はありません。
· コントロールのグループ化 － 複数のコントロールを、1 つの単位として扱うことができます。
· 条件付き書式 － Access 2000 データベースのデータ値によって、フォームでのデータの表示状態を決定できます。
· 共通のユーザー インターフェイス － Access 2000 のデータベース ウィンドウが一新されて、ユーザービリティおよびほかの Office アプリケーションとの整合性が強化されています。また、Outlook と同様のバーを備えています。
· 自動圧縮機能 － Access 2000 は、ディスクの空き容量の節約効果が大きい場合、ファイルを閉じる際に自動的にデータベースの圧縮を行います。Access のデータベースは最小サイズに保たれるので、ディスクの空き容量の浪費を抑えるだけでなく、効率的にメールでデータベースを配布できるようになります。

Outlook 
· Microsoft Office メール － メール機能は、あらゆる Office 2000 アプリケーションの中核機能に統合されています。どのような種類の Office 2000 ドキュメントでも、添付ファイルとしてではなく、アプリケーション内から直接、メッセージとして送信できます。この操作を簡単に行うため、すべてのアプリケーションのツール バーに [電子メール] ボタンが備えられています。まったく新しいアーキテクチャ面でのアプローチにより、以前のバージョンの WordMail より大幅に機能が向上しました。
· Outlook Today ビュー － メール メッセージ、予定表、仕事リスト、連絡先の検索文字列を指定するフィールドを統合した Outlook Today ビューでは、1 つの画面で重要な事柄をすばやく確認できます。
· プレビュー ウィンドウ － Outlook 2000 では、プレビュー ウィンドウが受信トレイの中に表示され、メール メッセージを開かなくても直ちにメッセージを表示できます。電子メール メッセージだけでなく、予定表もプレビュー表示できます。
· HTML メール － Outlook 2000 は、HTML 形式でのメールの送受信を完全にサポートしています。フォントや HTML のスタイルを編集したり、WYSIWYG モードでハイパーリンクを挿入することもできます。このHTML メールは、単純な形式のテキストから、画像を含む完全な Web ページまで含まれ、必要に応じてオフラインで見ることもできます。また、HTML、リッチ テキスト (RTF)、またはテキストで、複数の署名の使い分けをサポートしているため、目的や受取人に合わせて署名することができます。同様に、異なるフォントと背景を持つ複数の HTML 形式のひな形を備え、標準およびメッセージごとのひな形を設定できます。
· 検索および整理ツール － Web スタイルの検索ツールにより、メッセージ、予定、仕事などの検索がより簡単になっています。整理ツールを使用すれば、Outlook のフォルダ、ビュー、フィルタ機能へ簡単にアクセスできます。整理ツールの [条件付き書式] タブを使用すると、メッセージを強調表示するための規則を作成できるので、たとえば、CC として届いたメッセージは青で表示し、直接届いたメッセージは緑で表示することが可能になります。
· 共通のタスクの強化 － 起動と終了、モジュール間の切り替え、空き時間情報の検索といったタスクについて、パフォーマンスが大幅に向上しています。ダウンロードの間や、バックグラウンドでフォルダを整理している間でも、作業を続けることができます。
· 接続 － 定期的にダイアル アップして新しいメッセージをダウンロードするように Outlook を設定できます。ユーザーがインターネット サービス プロバイダとの接続を切ると、接続の自動判別機能によって、自動的に Outlook 側の接続も切れます。
· 自動保存 － 送信されなかったメッセージは、自動的に [下書き] フォルダに保存されます。このフォルダ自体も、受信トレイの整理に役立ちます。
· 複数アカウントの管理 － ユーザーは、受信メールが同一のメールボックスに届くようにすれば、LDAP ディレクトリ アカウントだけでなく、複数の POP3/IMAP4 メール アカウントを保守できます。[発信人アカウント] と [送信元アカウント] コマンドのフィルタを使用して、変更することなく簡単に複数のアカウントを管理できます。

まとめ
Microsoft Office 2000 は、新しい機能や強化された機能を、多数備えています。これらの機能によって、PC の所有/管理コストを大幅に削減し、Web や企業との統合を強化し、操作を簡素化して付加価値を増大させます。今日の企業環境では、これらはすべて、企業の競争力を高めるのに役立ちます。
http://www.asia.microsoft.com/japan/office/
( 1999 Microsoft Corporation. All rights reserved.
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ご注意


このドキュメントは製品の開発段階における情報をもとに作成されています。


したがって機能、仕様、用語、その他に関して、最終的な製品では本書に記述されている内容から変更される場合があります。あらかじめご了承ください。
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